Nachwort der Schriftleitung by unknown
編集後記、奥付、裏表紙
その他のタイトル Nachwort der Schriftleitung
雑誌名 独逸文学
巻 42
発行年 1998-03-15
URL http://hdl.handle.net/10112/00018202
’’
編集後記
本号は， 27年間に亘って関西大学に勤務され，研究・教育・実務・社会活動のす
べてに大きな足跡を残された寺川央先生の古稀・退職記念号に相応しく，実に16人
の会員諸氏が論文を寄せ，上道直夫教授退職記念号（第16号）に次ぐ大冊となりま
した．先生のご薫陶を受け，大学院修了後も旺盛な研究活動を続けている若手研究
者諸氏の仕事ぶりは，先生のとりわけ教育者としてのご尽力の成果に他ならず， ま
た専任教員4人が執筆したことは，先生のご人徳に対する同僚諸氏の信望と尊敬の
念を物語っています．更に8人の会員による感謝の言葉は， それぞれの人生に及ぼ
した先生の影響力の大きさを表して余す所がありません．
今年の11月には，先生の多年に及ぶご研究の一端が本邦初の「リトアニア語文典」
として本学出版会から刊行されます．印欧語の原形を最も多く現代に残しているこ
のバルト系言語への入門書は，表面的・現象的な言語記述や浅薄な実用万能主義に
満足せず，言語の成立と変貌を能うかぎり古い時代に遡って実証的に研究し，その
成果をドイツ語教育に応用することにより，学生力罰言語に対する深い関心を持つよ
う促すことを念願とする人たちにとって， この上ない置土産となるはずです．
「ドイツ語教育の危機」を単にドイツ語教師の生活の危機として受け止めるので
はなく， 日本の大学教育に相応しい高度なレベルの授業を展開するためには，各人
の不断の研究が要求されます.我々は寺川先生の遺産から受け継ぐべきは受け継ぎ，
「ドイツ語ではこのように語形変化し，枠構造があります．分かりましたね｣式の，
なぜそうなるのか多くの教師自身が分からないままで済ませてきた,100年以上にも
及ぶ日本の外国語教育全般のぬるま湯を脱却し， この危機に対処しなければなりま
せん． それ力欝寺川先生の功績に報いる真の道でありましょう．
なお次号は丸山三友先生の古稀・退職記念号となります．
植松健郎，渡辺有而
福岡四郎,D･シャウヴェッカー
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